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（２）島原半島あるもの探し 

１) 「半島地域づくり会議 in 島原半島」でのあるもの探し 

① 「半島地域づくり会議 in 島原半島」とは 

国土交通省 都市・地域整備局 地方振興課 半島振興室により、島原半島の各種活動リーダ

ーや行政職員が集まって交流する場を設定し、住民主体の事業の企画・プログラム開発等を

通じ、地域内のプレイヤー間の新たな関係構築や、新たな試みの契機とすることを期待して

開かれたものである。 

半島地域は、地場産業の衰退や高齢化の進行など共通の課題を抱えている一方で、近年で

は住民主体で美しい自然景観や独特の歴史・文化などを生かした地域づくりを進めようとい

う活動が活発になっている。そこで、多くの共通点を持つ各半島地域の住民、行政関係者等

が一堂に会し、情報・アイデアの交換、半島地域の活性化のための知見と問題意識の共有を

図り、自立的な地域づくり活動の実践につなげることを目的に平成 18 年度から「半島地域づ

くり会議」が開催されている。能登地域、宇土天草地域、幡多地域、下北地域に続き、本年

度で５地域目の開催となった。 

＜雲仙プラン１００プロジェクトからの半島会議参加者＞ 

■フィールドワークコースⅠ 加藤（宗）、松野、石田（直）、加藤（隆）、加藤（雅）、

枝松 

■フィールドワークコースⅡ 加藤（一）、福田+子ども、石田（真）、村上+子ども、濱

里、野原 

■食談義 加藤（宗）、加藤（一）、松野、石田（直）、石田（真）、加藤（隆）、加藤

（雅）、枝松、野原 

■地獄蒸し準備 荒木（美）、加藤（沙） 

■全体会議   加藤（宗）、松田、石田（直）、加藤（雅）、野原、枝松 

② 半島地域づくり会議における「島原半島あるもの探し」 

「半島地域づくり会議 in 島原半島」の一環として、２月 12 日に会議参加者による島原半

島あるもの探しが行われた。 

＜コースⅠ＞ 

① 宝の名称 守山女性部加工組合 

宝の内容 ・伝統野菜、有機野菜、無農薬野菜など 

活用アイデア 

 

・デトックス（毒素排出健康法）として、伝統野菜（有機、無農薬）

とスパの岩盤浴やかせやの奥さんの精進料理と組み合わせる。 

・「地獄で育った健康野菜」のような雲仙での野菜栽培 

・「伝統野菜の解説つきの農体験」といったオプションツアー 

・おいしい地獄蒸しの作り方を一緒に考えてほしい 

・島原半島食のフェノロジーカレンダーをいっしょにつくる 
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② 宝の名称 守山女性部加工組合の弁当 

宝の内容 ・俵石米と守山の伝統野菜など島原半島内のユニークな食材を集め

たもの。味のバランスもよかった。 

活用アイデア 

 

・お品書きやパッケージの工夫で付加価値を高めることは可能。ジ

オパークや雲仙岳、温泉の紹介なども織り込んで駅弁、空弁など

に進化させる。 

・温泉街での提供のし方、その場合の食材の組み合わせなども検討

したい。 

 

③ 宝の名称 雲仙こぶ高菜 

宝の内容 ・生食で食べられる甘さ。 

・こぶ高菜の姿自体が立派。 

・交雑しやすい種だが、大切に守られてきた。 

活用アイデア 

 

・期間限定で、生食で提供したい。そのために、提供のし方（分け

方、刻み方やセットにする食材、盛り付け容器など）や提供の場

について検討が必要。 

・スローフードの認定がなぜ獲得できたかがまだ十分に解説されて

いないように思うので、その整理と見せ方を考える必要がある。 

・手のかかっている商品は、それなりの値段で売りたい。もともと

安いものではないので、そういった価値のあるものにニーズを持

つ洗練された人に売ってゆきたい。 

 

④ 宝の名称 島原市長浜の石干見（スクイ） 

宝の内容 ・地域の特性（干満差が大）を活用した伝統漁法、持続可能な漁法。 

活用アイデア 

 

・産業としては無理。 

・維持管理を含めて、見せる場、環境学習の場に徹するしかない。

周辺環境整備が重要。また、時間帯を意識して案内するとか、「潮

の干満と地域の暮らし」などのストーリー性の付与が必要ではな

いか。 

・温泉街と海のつながりをもたせるプログラムの一つとして活用。 
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⑤ 宝の名称 島原まちなか散策 

宝の内容 ・20 万人分を養える豊富な湧水がある一方で、それを市街地に引き

水路に流して共同利用しやすくし、最後はまた地中に浸透させて

城内の湧水にも利用するという土木技術（昔の人の知恵）。 

・車が入りにくい道（不便な生活）も甘受して街並みを維持してい

こうという人々の心意気。 

活用アイデア 

 

・ガイド間の交流。ジオつながりをもっと深める素材にする。 

   
 

⑥ 宝の名称 本多木蝋工業所 

宝の内容 ・煤が出にくい、消えにくい、炎のゆらぎが独特。 

・融点 40℃の油であることから鬢付けに利用されている。 

・昭和初期の玉絞りの機械と技術を今も利用。 

・玉絞りの搾りかすには成分が残っているため、利用価値が高い。 

活用アイデア 

 

 

・和ろうそくの特性を強調した使い方を温泉街で考える。 

・別の素材を利用（守山でつくったゴマを玉絞り機で絞ってゴマ油

にする、など）した商品づくり。 

・ハゼの搾りかす（栄養分が多い）を農家の肥料として使う、搾り

かすを焼いた灰を雲仙焼きの釉薬に使うなど、資源循環利用のお

手本にする。 

・同じ原理（玉絞り）でもう少し効率化を図る努力も必要ではない

か。また本来の商品としてのアピールがまだ不足している。（産

業化の余地がまだ残されていると思われるので、それを追求しな

がら、一方で合わせ技として体験や学習の素材としても活用） 

・体験プログラムとしては、ハゼの実採取などのフィールドワーク

も組み込みたい。そのようなコーディネート機能（組織）がある

と、もっと良さが活かされる。 

・ハゼの木の植林体験ツアー 

・手のかかっている商品は、それなりの値段で売りたい。もともと

安いものではないので、そういった価値のあるものにニーズを持

つ洗練された人に売ってゆきたい。 

・雲仙のストーリーをのせた商品づくり、普賢岳の四季の花をあし

らった蝋燭など 
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⑦ 宝の名称 有明童話の会くすのき、創作民話 

 宝の内容 ・おばちゃん達の結束力、楽しみ方 

・オリジナルで作成された民話（小浜、雲仙、吾妻の温泉を巡る 3

人のおなごの話） 

活用アイデア 

 

・イベントで登場してもらう。 

・各ジャンルの民話（紙芝居）を作成し観光客へ案内、団体は活躍

の場の拡大。 

・足湯で紙芝居など 

・「雲仙童話」の開発（本） 

・宮崎旅館の女将さんとの紙芝居コラボ→温泉街の皆に広げる 

・雲仙の温泉内で週末だけでも、聞ける場をつくりたい 

・地獄太鼓との組み合わせ 

・2 月最終週のエコタツの日の夜に囲炉裏を囲んでの昔話ならぬ、

エコタツを囲んでの昔話。明かりはもちろん本多木蝋。 

 

＜コースⅡ＞ 

⑧ 宝の名称 千々石展望台（千々石観光センター） 

宝の内容 ・ジオパークを語る上で一番のポイントである千々石断層をハッキ

リ確認できる場所 

活用アイデア 

 

・ジオコースなど、雲仙温泉街で販売するオプショナルプランのコ

ースとして活用 

・千々石観光センター今までは雲仙とのライバル関係であったよう

に感じる 

 →仲間になることが大事 

・雲仙の旅館とももっとコミュニケーションをとり、一緒に宣伝に

行ったり、パンフレットを置いたりする 

 

⑨ 宝の名称 ・「じゃがちゃん」 

宝の内容 ・20 年近く販売し続けている名物 

活用アイデア 

 

・「じゃがちゃん」と「ピロッケ」のコラボ 

・「じゃがちゃん」の雲仙温泉街朝市出店など、雲仙にも進出して

ほしい 

・ドリンクとのセット販売をしていたが、雲仙レモネードはどうだ

ろうか 

・じゃがちゃんを食べるウンゼリーヌの映像をつくる 
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⑩ 宝の名称 橘神社 

宝の内容 ・町田さんの取り組み 

・毎年、お正月、桜まつりなど、様々なイベントで集客力がある 

 今のところ、雲仙温泉街はその集客力を活用できていない 

活用アイデア 

 

・もっと温泉地として橘神社のイベントとコラボする 

・正月時に雲仙神社、千々石神社、橘神社の三社参りのバスを運行、

その時、吾妻の民話紙芝居を披露する 

・三社参りに雲仙札をつくる 

・大門松の設営時、雲仙から人手が手伝いにゆく 

・桜まつりに来た観光客向けに、雲仙へのピクニックツアーをつく

る 

・出店業者（雲仙温泉ゆかりのテキヤがいる）を通じての宣伝 

・「エコタツポスター」につづく「門松」題材にしたおもしろポス

ターの作成 

 

⑪ 

 

宝の名称 日本一の足湯 

宝の内容 ・105ｍの日本一長い足湯 

・海を見ながら足湯につかれる。疲れがとれ、とても良い 

活用アイデア 

 

・日本一の足湯に対抗し、雲仙温泉で、メタケイ酸の美肌効果を活

用した「日本一の顔湯」をつくる（パック効果）。足湯⇔顔湯で

盛り上がる 

・ウンゼリーヌが足湯につかっている映像 

 足だけ着ぐるみを脱いでいる 

 おゆっぴーとのコラボ（ジーオくんもおいで） 

 

 

⑫ 宝の名称 温泉蒸し 

宝の内容 ・温泉蒸しをした野菜が大変おいしかった 

・ブロッコリー片手の人が続出 

活用アイデア 

 

・小浜の温泉蒸し⇔雲仙の地獄蒸しで相乗効果をねらう 

・小浜の温泉蒸しと雲仙の地獄蒸しの味や成分の違いを明らかにし

たい 
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⑬ 宝の名称 そうめん 

宝の内容 ・南島原名産のそうめん 

活用アイデア 

 

・雲仙でそうめん屋を共同出資でつくる（10 万円、5 万円を募って） 

・そうめん屋台（リヤカーOR ワゴン車） 

※替え玉でなく、替え束 

※各種つゆ、トッピング 

※丸亀うどんのようなセルフそうめんも良い 

 

⑭ 

 

宝の名称 手のべ陣川 営業 陣川健吾（厚生労働省認定 製麺技能士） 

宝の内容 ・麺職人についての資格「製麺技能士」 

・本物の麺職人がつくる手延べそうめん 

活用アイデア 

 

・雲仙オリジナルの「地獄ぞうめん」の開発による WINWIN 

 

⑮ 宝の名称 流しそうめんイベント 

宝の内容 ・温泉と橘神社の大門松を使った流しそうめん 

・つけ汁は味噌汁で食べた 

活用アイデア 

 

・雲仙の旅館でもっと南島原市でつくられたお味噌やそうめんを

積極的にとりいれたい 

・雲仙でも流しそうめんのイベントを実施したい。新湯の坂道の

流しそうめんは味噌汁で古湯の坂道流しそうめんではアゴだし

で食べるといった流しそうめんイベント 

・定期的なそうめん流し大会や第 1 回全国わんこそうめん大会 

・雲仙青年観光会主催 福岡宣伝隊でのコラボ 

・山口さんの団体と共に雲仙で流しそうめんイベントをする 

・雲仙の既存のイベントとの融合 

 はだしであそぼう×流しそうめん 
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⑯ 宝の名称 原城 

宝の内容 ・歴史好きにはたまらない場所 

・有名な話ではあるが、ガイドから天草四郎の話を現地で聞くとよ

り多くの感動があった 

・しかし、ガイドなしでの周遊はあまり楽しくないだろう 

・また、トイレなどインフラが不足しているのが気になった 

・看板なども劣化が目立った 

活用アイデア 

 

・雲仙から原城、歴史を扱ったツアーバスなど、半日程度のオプシ

ョナルツアーを用意 

・わらび座の天草四郎ミュージカルを見たが、素晴らしかった。メ

モリアルホールで天草四郎を題材としたミュージカルを上演し

たい→宿泊につながる 

・天草四郎など文化的なものを取り入れた市民ミュージカル 

・「エコタツポスター」につづく「原城」題材にしたおもしろポス

ターの作成 

 

⑰ 宝の名称 口之津柑橘研究所 

宝の内容 ・口之津にある柑橘類の研究施設 

・デコポンは熊本が有名であるが、実は口之津で生まれた品種 

活用アイデア ・オプショナルツアーへの組み込み 

 

⑰ 宝の名称 有家の蔵めぐり 

宝の内容 ・島原半島内でもあまりないレトロな町並みで雲仙に来た観光客に

もっと知ってほしい場所 NO.1 

・見学中に食（味噌、そうめん等）を絡められる事が強い魅力 

活用アイデア 

 

・南島原市ともっと交流し、雲仙の観光客にもっと有家へ足を運ん

でもらえるようにする 

・蔵めぐり半日ツアー（すぐにでも販売したい） 
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⑰ 宝の名称 島原半島にある日本一、日本初 

宝の内容 ・千々石の門松 

・小浜の足湯 

・サントス（コレジヨ）の活版印刷 

・貿易港としての口之津 

・日本初のリゾート地雲仙 

・ゴルフ場 

・国立公園 etc 

活用アイデア ・島原半島の日本一、日本初をもっと打ち出す 

・トルコライスを最初に名づけたのは雲仙出身のコックで、森義春

さんの叔父にあたる人らしい 

 →雲仙トルコライスの開発（和風、洋風、中華風すべて） 

・小浜「ハリー」のトルコライスはおいしい 

 

＜食談義＞ 

⑱ 宝の名称 地獄蒸しサツマイモ（の一部） 

宝の内容 ・菌糸を活用した土づくり、自然農法で生産 

活用アイデア ・雲仙シイタケの菌床（数年間使用後の廃棄物）を自然農法のグル

ープの土づくりに使ってもらう。そのサツマイモを雲仙温泉で売

り出す。 

 

⑲ 宝の名称 中学校吹奏楽部によるお神楽 

宝の内容 ・地域芸能の上演 

・伝統を引き継いでいる子どもたち 

活用アイデア ・地域芸能を雲仙によんで上演してもらう（交通費と温泉にはいれ

るということぐらいできてもらえるのでは） 

→必要なのは雲仙温泉街が島原半島地域を巻き込む姿勢 

→また、自分たちで楽しめるイベントでないと疲弊していってしま

う。（やりたい人がやれることを） 

「郷土芸能の夕べ」 

・半島内向けのイベント、出演料の代わりに温泉につかってもらう。 

・半島の人を接待してつながりをつくってゆかなくてはいけない 

・島原半島地域のひとに見てもらう。 

・地域交流の拠点としての雲仙 
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＜雲仙地獄蒸し＞ 

⑳ 宝の名称 雲仙地獄蒸し 

宝の内容 ・イイダコ、豚バラの大根ばさみ、シイタケ饅頭他 

・荒木美智子さんと加藤沙織さんによる準備 

活用アイデア 

 

 

・小浜の温泉蒸し⇔雲仙の地獄蒸しという連携 

・雲仙は昔、地獄でトウモロコシを玉子と一緒に売ってあり、甘く、

本当においしかった 

 （今の島原半島では南串産のトウモロコシがおいしいらしい） 

・雲仙の地獄蒸し料理を研究する必要がある 

・地獄で温めたビン牛乳、コーヒー牛乳なども出すと良い 

 

＜＜＜＜そのそのそのその他他他他、、、、半島域半島域半島域半島域でのでのでのでの関係関係関係関係づくりのポイントとなるとづくりのポイントとなるとづくりのポイントとなるとづくりのポイントとなると思思思思われることわれることわれることわれること＞＞＞＞    

・お山の文化祭やルネッサンスなど、過去のイベントのコンテンツを整理し、半島との連

携に活用できるものを掘り起こす 

・オプショナルツアーを販売する窓口の設置が必要 

 窓口の設置はオプショナルツアーの内容が充実してから行う。1 年から 2 年は内容の充実

にあてる。 

・島原半島地域とのつながりがないので、雲仙はその独特さの表現ができないのではない

か。 

 島原半島地域とつながることで雲仙とは何かが見えてくる？ 

・他地域の団体をもっと知るべき 

③ 半島地域づくり会議参加者聞き取りメモ 

○本来観光業でない人のやることがすごかった。 

橘神社門松で流しそうめんという、千々石と南島原の連携や、小浜が流しそうめんを半島

会議後も、翌日も一般観光客にふるまったことなど。 

また、それを行った若者たちを動かしたのは、山口さんや町田さんというキーマン。 

山口さん、町田さんというキーマンは消防署員という普通（観光協会、青年会など）とは

違う経路のつながりで人を動かしている。 

→雲仙でも、そういった今までとは違うつながりで人を動かすことができるのではないか。 

半島会議の反省会でキーマンを捕まえ、 

 ①ジオパークの国際会議でできること（来年） 

 ②島原国体でできること（再来年） 
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 をテンポよくやってゆき、様々な人、団体を巻き込み半島規模で協力 

半島会議に参加した人は皆、島原が好き（また、リタイアした世代が多い） 

雲仙に招待して垣根を取り除きたい。 

雲仙も好きになってもらい、「せっかく島原半島に来たんだから、雲仙に寄って行かんね。

よか温泉やけん。知っとるよか人もおらすけん。」と半島のみんなが言ってくれる関係づ

くりが大切。 

例えば「郷土芸能の夕べ」 

半島内向けのイベント、出演料の代わりに温泉につかってもらう。 

半島の人を接待してつながりをつくってゆかなくてはいけない 

例えば「島原半島住民への温泉感謝祭」の実施 

半島の人達に、日頃の感謝を込めて、その日は、半島の人温泉入浴無料や地域色溢れるイ

ベントで半島の人をおもてなしするお祭り。 

ゆくゆくは雲仙温泉だけでなく島原半島全体で温泉感謝祭 

なぜ感謝祭かと言えば、たとえば国立公園になったのは長崎県内住民の投票のおかげであ

る。 

 

○半島会議で他地域の関わった人は純粋。ある種自己満足だが、そこに地域の高まりがある。 

雲仙以外は横のつながりがもともとあって、雲仙だけ孤立気味だった。 

これから、そこにどう入りこんでゆくか。 

今回は半島で活動する人と知り合えて良かった。 

島原半島全体をどう活かして商品化するか。 

観光でやっていない人はこういうことを嫌うが、そこをうまくコーディネートしていく必

要がある。 

RPI のやり方は、地元の自発性を促すやりかただったと思う。関わる人同士がフィフティー

フィフティーで関係をつくっていっていた。こういったことが地域力につながり、ひいて

は観光にもつながる。 

「雲仙の観光ではなく、島原半島の地域力を高める」 

雲仙プラン１００はそうあってほしい。 

雲仙プラン１００でも半島会議でも資源を今は地理ルートで巡っているが、ストーリーや

ジャンルで組み替えたらよい。 

ガイドしていた人は、要は自慢話だったが、外の人はそれを長崎的な気質といっていた。 

また、石壁や色を塗られた仏像にエキゾチズムを感じたそう。 

雲仙温泉は、他地域の団体をもっと知るべき。半島会議も雲仙温泉から参加したのは雲仙

プラン１００と少数の青年会会員のみ、もっと積極的に参加しないといけない。 

ステージとしての雲仙。島原半島地域のものを発信するもの、紹介するもの、表現するも

のとして。 
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④ 「島原半島の人たちと一緒に取り組んでいきたいこと」アイデア集 

島原半島のいろんなことを、お互いに知り合うために。そのきっかけとなる調査・イベント 

（「情報共有化計画」「地域間交流計画」へのヒント） 

中計画分類（案） 

／タイプ 
名称 したいこと 期待される効果 

連携する相手 

（氏名・職業・

所属） 

情報共有化計画 

地域間交流計画 

島原半島版あ

るもの探し① 

「島原半島フ

ェノロジーカ

レンダー作

り」 

・半島全域を対象とした季節暦づくり。 

・自然（地物、動植物）、産業、食、イ

ベントなど分野別の担当を決めてそれぞ

れがカレンダーを作り、合体させる。 

・食の専門家を講師に呼んで組み立ての

アドバイスをいただく。 

・地域資源の掘り起こ

し 

・地域間の交流促進 

・情報の共有 

・誘客イベント等が欠け

ている季節の発見 

 

情報共有化計画 

地域間交流計画 

島原半島版あ

るもの探し② 

「地域限定あ

るもの探し」 

・温泉街で実施したのと同様の「あるも

の探し」を半島内の特定地域で行う。 

・島原半島キーパーソンから希望を募っ

て場所やテーマを決定。1～2 箇所。 

・雲仙温泉からは「風の人」として出か

けていって参加。 

・地域資源の掘り起こ

し 

・地域間の交流促進 

・キーマンの地

域 

情報共有化計画 

地域間交流計画 

学生版あるも

の探し 

・高校生や大学生の感じる、島原半島の

資源と、島原半島への思いを発掘したい

（資源マップ・フェノロジーカレンダー

作り、商品開発、郷土料理など） 

・分野別テーマを設定し、それぞれにコ

ンテストを行いたい。 

 ・半島の高校 

・長崎総合科学

大学 

・長崎国際大学 

情報共有化計画 

地域間交流計画 

市民による資

源調査 

・普賢岳の見えるスポットお薦め 100 選 

・ケータイカメラで投稿する島原半島写

真コンテスト 

・わが家の自慢料理募集（審査員も地元

から） 

・地獄蒸し素材募集 

  

地域間交流計画 きっかけづく

り 

魅力づくりイ

ベント 

・島原半島住民温泉感謝祭 

 ＊雲仙を島原半島全体の人たちに大切

に思ってもらえるようなイベント 

 ＊島原半島住民は入浴無料など 

・「はだしであそぼう」を活用したイベ

ント 

 ＊半島の子供たちを招待、ソーメン流

しイベント等とセットで実施 

・絹笠山の通景確保のための樹林伐採と、

伐採木を活用したイベント 

 ＊ターザン小屋づくりなど 

・中学校吹奏楽部によるお神楽 

 ＊半島内向けのイベント、観客も半島

内の人々中心。温泉にもはいってもらう。 

 ＊地域芸能を雲仙に呼んで上演しても

らう「郷土芸能の夕べ」。 

・クリーンアップ作戦。 

・広葉樹植樹、「雲仙百年の森づくり」。

（「島原半島卒業の森」あり、13 年目） 

・外来種駆除の活動。 
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島原半島活性化のための半島全体が一体となった地域づくりの取り組み（WINWIN 計画） 

島原半島の資源を活かした地域間交流やイベント 

（「地域間交流計画」「つながるイベント計画」へのヒント） 

中計画分類（案） 

／タイプ 
名称 したいこと 期待される効果 

連携する相手 

（氏名・職業・

所属） 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

・半島内文化の

活用と紹介 

創作民話を聞

く会 

・各ジャンルの民話（紙芝居）を作成し

観光客へ案内。 

・足湯で紙芝居など 

・宮崎旅館の女将さんとの紙芝居コラボ

→温泉街の皆に広げる 

・雲仙の温泉内で週末だけでも、聞ける

場をつくる 

・地獄太鼓との組み合わせ 

・エコタツの日の夜に囲炉裏を囲んでの

昔話ならぬ、エコタツを囲んでの昔話。

明かりはもちろん本多木蝋。 

・温泉街来訪客が自

然に島原半島を知る

機会になる 

・宿泊客が街に出る

機会づくり 

・団体は活躍の場の

拡大 

有明童話の会

くすのき 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

天草四郎ミュ

ージカル 

・わらび座の天草四郎ミュージカルを見

たが、素晴らしかった。メモリアルホー

ルで天草四郎を題材としたミュージカル

を上演したい。 

・天草四郎など半島内の文化的なものを

取り入れた市民ミュージカル。 

・雲仙温泉での宿泊

につながる 

・雲仙温泉で島原半

島のことが分かる 

 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

・半島内産品の

活用と紹介 

流しそうめん

イベント 

・雲仙の旅館でもっと南島原市でつくら

れたお味噌やそうめんを積極的にとり入

れたい。 

・温泉と橘神社の大門松を使った流しそ

うめんを参考に、雲仙（傾斜地の活用）

で流しそうめんの定期的な大会の開催。 

・雲仙青年観光会主催 福岡宣伝隊での

コラボ。 

・雲仙の既存のイベントとの融合。 

・島原半島産の食材

活用のきっかけ 

・島原半島産品のア

ピール 

→半島のショウウィ

ンドウとしての温泉

街の役割 

 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

・地域間交流と

連携による PR 

橘神社のイベ

ントとコラボ 

・正月時に雲仙神社、千々石神社、橘神

社の三社参りのバスを運行、その時、吾

妻の民話紙芝居を披露する。 

・三社参りに雲仙札をつくる。 

・大門松の設営時、雲仙から人手が手伝

いにゆく。 

・「エコタツポスター」につづく「門松」

を題材にしたおもしろポスターの作成。 

・雲仙温泉来訪客へ

のイベント体験機会

の提供 

・半島地域のイベン

ト準備の人手確保に

貢献 

・雲仙温泉の PR 

・雲仙温泉への集客 

・町田岩太

（千々石こだ

わり倶楽部） 

・橘神社 

・出店業者（雲

仙温泉ゆかり

のテキヤがい

る）を通じての

宣伝 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

・地域間交流と

連携による PR 

「日本一の足

湯」とのコラ

ボ 

・雲仙温泉で、メタケイ酸の美肌効果を

活用した「日本一の顔湯」をつくる。足

湯⇔顔湯で盛り上がる 

・ウンゼリーヌが足湯につかっている映

像（足だけ着ぐるみを脱いでいる。おゆ

っぴーとジーオくんとのコラボ） 

・温泉効果のアピー

ル 

・雲仙と小浜宣伝の

相乗効果 

・小浜温泉の足

湯 

地域間交流計画 

つながるイベン

ト計画 

・半島内の人々

への感謝の場づ

くり 

中学校吹奏楽

部によるお神

楽 

・地域芸能を雲仙に呼んで上演してもら

う「郷土芸能の夕べ」。 

・半島内向けのイベント、観客も半島内

の人々中心。出演料の代わりに温泉につ

かってもらう。 

・半島の人を接待し

てつながりをつくっ

てゆかなくてはいけ

ない。 

・半島内地域交流の

拠点としての雲仙へ 

・千々石中学校

吹奏楽部 

・郷土芸能団体 
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島原半島でのオプショナルツアー、体験プログラムの企画・実施 

（「つながるツアー計画」「つながる体験プログラム計画」へのヒント） 

中計画分類（案） 

／タイプ 
名称 したいこと 期待される効果 

連携する相手 

（氏名・職

業・所属） 

つながるツアー

計画 

つながる体験プ

ログラム計画 

 

「伝統野菜の

解説つきの農

体験」オプシ

ョンツアー 

・伝統野菜の種の保存に苦労して耕作して

いる農場を訪ね、手作り農作業を体験する

プログラム。 

・加工場を見学し、食を通じた交流も楽し

む。 

・これらを生産農家の解説で学習、体験。 

・雲仙温泉街での食材利

用とからめ、印象深い

「体験プログラム」がで

きる 

・ジオのストーリーも深

化 

守山女性部加

工組合 

つながるツアー

計画 

つながる体験プ

ログラム計画 

 

島原市長浜の

石干見（スク

イ）視察ツア

ー 

・地域の特性を活かした伝統漁法、持続可

能な漁法を学ぶプログラムとする。 

・時間帯を意識して案内し、「潮の干満と

地域の暮らし」「有明海の魚類」などのス

トーリーづくりも行う。 

・見せる場、環境学習の場として周辺環境

整備が重要。 

・温泉街と海のつながり

をもたせるプログラム

になる 

・ジオのストーリーも深

化 

みんなでスク

イを造ろう会

（島原市） 

つながるツアー

計画 

つながる体験プ

ログラム計画 

 

和ろうそく体

験ツアー 

・有明町の本多木蝋工業所を訪ね、日本で

も珍しい、今も製造を続けている独特の和

ろうそくを専門家の解説・指導によって作

る体験ツアー。 

・温泉街でのイベント等での和ろうそく活

用も含めて連携を検討。 

・ハゼの実採取、ハゼの木の植林体験など

のフィールドワークも組み込みたい。 

・島原半島の産業や暮ら

しの歴史を、普賢岳との

かかわりで紹介するこ

とにより、温泉街滞在の

魅力を高める 

・ジオのストーリーも深

化 

本多木蝋工業

所（島原市有

明町） 

つながるツアー

計画 

 

口之津柑橘研

究所オプショ

ナルツアー 

・島原半島で生まれたかんきつ品種等を紹

介 

 口之津柑橘研

究所 

つながるツアー

計画 

 

原城オプショ

ナルツアー 

・雲仙から原城、歴史を扱ったツアーバス

など、半日程度のオプショナルツアーを用

意 

・「エコタツポスター」につづく「原城」

題材にしたおもしろポスターの作成 

・キリシタン関連遺跡の

連携によるストーリー

性の強化 

原城跡観光ガ

イドの会 

つながるツアー

計画 

・既存プログラム

活用 

有家の蔵めぐ

りツアー 

・島原半島には数少ないレトロな街並みが

魅力。温泉街とは異質な街並みを、食の楽

しみと併せて体験してもらう。 

・見学中に食（味噌、そ

うめん等）を絡められる

事が強い魅力 

八木英介氏 

ヤマコメ醸造 

つながるツアー

計画 

・観光地どうしの

連携 

島原武家屋敷

などまちなか

散策ツアー 

・島原市内有数の観光地だが、経験豊富な

ボランティアガイドの同行・解説により、

豊富な湧水やそれを利用した昔の人の知恵

など通常は聞けないお話しを紹介。 

・温泉街で紹介すること

によって双方に利用者

増のメリット 

島原観光ボラ

ンティアガイ

ド 

つながるツアー

計画 

・各地域から雲仙

へのツアー造成 

雲仙へのピク

ニックツアー 

・島原半島各地への来訪者（例えば橘神社

の桜まつりに来た観光客）向けに、雲仙へ

のピクニックツアーをつくる。 

 

・温泉街への誘客機会の

拡大 

 

つながるツアー

計画 

・地域をつなぐツ

アー（地域めぐ

り） 

島原半島にあ

る日本一、日

本初をめぐる

ツアー 

・千々石の門松、小浜の足湯、サントス（コ

レジヨ）の活版印刷、貿易港としての口之

津、日本初のリゾート地雲仙、ゴルフ場、

国立公園等の由来を紹介しながら巡るツア

ー。 

・島原半島の歴史とステ

ータスの再確認 

 

つながるツアー

計画 

情報共有化計画 

・情報共有と紹介 

島原半島ツア

ーデスクの設

置 

・ジオコースなど、雲仙温泉街を起点とす

るオプショナルプランを販売する窓口。 

・島原半島側からの売り込みを受け入れ来

訪者に紹介するとともに、雲仙温泉街側の

プラン企画、販売も行う。 

・ツアーの内容が充実後、開設する。 

・島原半島各地域と温泉

街とのネットワーク形

成と連携強化 

・これまでライバル関係

にあった観光地とも一

緒に宣伝 

・島原半島ジ

オパーク事務

局 

・半島内各地

のジオサイト

や観光拠点

（千々石観光

センターな

ど） 
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島原半島の素材を活かした地産地消の食やお土産品開発（「地産地消計画」へのヒント） 

中計画分類（案） 
／タイプ 

名称 したいこと 期待される効果 

連携する相
手 

（氏名・職
業・所属） 

地産地消計画 
・地産地消によ
る食事提供 

伝統野菜、
有機野菜、
無農薬野
菜の料理
素材とし
ての活用 

・デトックスとして、伝統野菜とスパの岩盤
浴やかせやの奥さんの精進料理と組み合わせ
る。 
・「地獄で育った健康野菜」のような雲仙で
の野菜栽培も検討。 
・伝統野菜を使ったおいしい地獄蒸しの作り
方を一緒に考えてほしい。 

・安心安全の「雲仙」「島
原半島」イメージの強化 

・岩崎政利 
・守山女性部
加工組合 

地産地消計画 
 

地産地消
の弁当開
発 

・守山女性部加工組合では、俵石米と守山の
伝統野菜など島原半島内のユニークな食材を
集めた弁当を試作。これを基に、温泉街での
提供のし方、その場合の食材の組み合わせな
ども検討し、進化させる。 
・ジオパークや雲仙岳、温泉の紹介などを織
り込むことも検討。 

・温泉街ホテル・旅館は安
心安全を求める顧客ニー
ズに応えるとともに特色
ある食事を提供。 
・生産者側は温泉街で使用
されることで産品の付加
価値を高める。 

・守山女性部
加工組合 
・NPO 原城三
七〇年の会
（俵石米生
産） 

地産地消計画 
 

雲仙こぶ
高菜を生
食で提供 

・雲仙温泉内の店舗や旅館ホテルで期間限定
で、生食で提供する。 
・スローフードの認定を受けたこぶ高菜の現
物を見せ、解説付きで提供。 

・温泉街ホテル・旅館は安
心安全を求める顧客ニー
ズに応えるとともに特色
ある食事を提供。 
・生産者側は温泉街で使用
されることで付加価値を
高める。 

・守山女性部
加工組合 

地産地消計画 
・特色ある素材
を活用したみや
げ品開発 

和ろうそ
く関連商
品の開発 

・特産のゴマを和ろうそく用の玉絞り機で絞
ってゴマ油にした商品づくり。 
・和ろうそくを含め雲仙のストーリーをのせ
た商品づくり、普賢岳の四季の花をあしらっ
たろうそくなどもみやげ品となり得る。 
・ハゼの搾りかすを農家の肥料として使う、
搾りかすを焼いた灰を雲仙焼きの釉薬に使う
など、資源循環利用のお手本にする。 

・独自性が強く質の高いみ
やげ品。 
・こだわり、ストーリー性
も豊か。 
・ろうそくづくり体験ツア
ーとセットでアピールす
ることにより地域性への
関心が高まる。 

・本多木蝋工
業所 

地産地消計画 
・半島内商品の
雲仙温泉での販
売 

「じゃが
ちゃん」の
雲仙での
販売 

・「ピロッケ」とのコラボや雲仙レモネード
とのセット販売。 
・温泉街朝市出店などに進出。 
・「じゃがちゃん」を食べるウンゼリーヌの
映像をつくる。 

・販売機会の拡大 
・雲仙温泉での品揃え拡大と特
色づけ 
→半島のショウウィンド
ウとしての温泉街の役割 

千々石観光
センター 

地産地消計画 
 

南島原名
産のそう
めんの雲
仙での共
同販売 

・雲仙でそうめん屋を共同出資でつくる。 
・そうめん屋台（リヤカーOR ワゴン車）。 

※替え玉でなく、替え束 ※各種つゆ、ト
ッピング 

※丸亀うどんのようなセルフそうめんも良
い 
・認定麺職人（製麺技能士）による高付加価
値化を図り、雲仙オリジナルの「地獄ぞうめ
ん」の開発による WINWIN を実現。 

・販売機会の拡大 
・雲仙温泉での品揃え拡大
と特色づけ 
→半島のショウウィンド
ウとしての温泉街の役割 

陣川健吾（手
のべ陣川） 

地産地消計画 
つながるイベン
ト計画 
・「地獄蒸し」
を通じたコラボ
レーション 

雲仙地獄
蒸し研究、 
雲仙地獄
蒸しと小
浜温泉蒸
しとのコ
ラボ 

・小浜の温泉蒸し人気にあやかって、雲仙の
地獄蒸し料理を研究し、バリエーション拡大
と品質改善を進める。 
・野菜だけでなく、地獄で温めたビン牛乳、
コーヒー牛乳なども出す。 
・雲仙の地獄蒸しとの相乗効果をねらい、共
同宣伝。小浜の温泉蒸しと雲仙の地獄蒸しの
味や成分の違いを明らかにしたい。 

・産品の PR と高付加価値
販売 
・地獄体験のバリエーショ
ン拡大 

小浜の温泉
蒸し 

地産地消計画 
 

自然農法
によるサ
ツマイモ
の商品開
発 

・菌糸を活用した土づくりを進め、独自の自
然農法で野菜生産しているグループがあり、
産品の味が良いので商品化をプロデュース。 
・雲仙シイタケの菌床（数年間使用後の廃棄
物）を同グループの土づくりに使ってもらう。
そのサツマイモを地獄蒸しにするなど雲仙温
泉で売り出す。 

・産品の PR と高付加価値
販売 
・地獄体験のバリエーショ
ン拡大 
・安心安全の「雲仙」「島
原半島」イメージの強化 

自然農法グ
ループ 
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⑤ 「半島地域づくり会議 in 島原半島」を通じての連携の可能性評価 

半島地域づくり会議を通じて半島内でつながりを作って新しい展開を図れる可能性は多く

見られた。 

雲仙温泉の側からみると、①活動プログラム面での連携、②料理やみやげもの開発での連

携、の二つがあると考えられる。 

 

■■■■「「「「①①①①活動活動活動活動プログラムプログラムプログラムプログラム面面面面でのでのでのでの連携連携連携連携」」」」についてについてについてについて    

・すぐにもできるので早めに半島会議に参加していたキーマンとのつながりを活かしたい。 

・旅館ホテル組合などでもエージェントと組んで着地型観光として進めつつあるので、役割分

担した方がよい。 

 

■■■■「「「「②②②②料理料理料理料理やみやげものやみやげものやみやげものやみやげもの開発開発開発開発でのでのでのでの連携連携連携連携」」」」についてについてについてについて    

・雲仙温泉は季節感のあるものが少ないという問題を解決するために、まず食材提供の面で組

むことが考えられる。 

・半島内の誰とコンタクトをとるか、対象候補はたくさんあると思うが、まずワーキングのメ

ンバーに知り合いからコンタクトをとっていきたい。 

・当面の作業として、「島原半島の食のフェノロジー」を守山のグループや一次・二次産業の

方々と一緒に作ることを考えたい。 

・安定供給の問題があるが、特定の季節対応で考えれば解決可能ではないか。 

 

■■■■全体全体全体全体としてとしてとしてとして    

・①②とも「雲仙と島原半島」の様々なフェノロジーなどのマトリックスを作ってみて、抜け

ているところを明らかにし、それを埋めていくためのプランづくりを考えていくことが必要。 

・やれるものは一つでも二つでも今回のプロジェクトで実現させたい。 

・雲仙温泉での展開を考える際には、活動拠点を設定し、持続的な連携につなげていくことが

重要。 

 

■■■■島原半島島原半島島原半島島原半島のののの人人人人々々々々とのワーキングのとのワーキングのとのワーキングのとのワーキングの進進進進めめめめ方方方方についてについてについてについて    

・半島の人々にワーキングに入ってもらうタイミングをどうするか。計画全体の議論にいきな

り加わってもらうのはむずかしいだろう。 

・まずはテーマ別の会合を設定して、そこに入ってもらっていっしょに考えるということにな

るのではないか。例えば「おみやげづくり」分科会。 

・そのためには、こちらがやりたいことをはっきりさせた上で、提示する必要がある。 

・そうするとワーキングでは、雲仙プラン１００の大計画の中でも「半島と連携する計画」を

はやめに詰めた方がよい。 
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２) 島原半島フェノロジーカレンダー（季節暦）の作成 

① フェノロジーカレンダー作りの目的 

■フェノロジーカレンダーとは？ 

 フェノロジー（Phenology）は、もともと季節の変化に伴う自然界の動植物が示す様々な

現象の変化や、その気候あるいは気象との関連を研究する学問を指す。 

その地域に生きる動植物や生業やお祭などの季節的な変化を１月から12月までのカレン

ダーにまとめることで、それぞれの地域の自然（気候や動植物）に応じた文化の特徴を時

系列に並べて 1 年間の推移や自然と文化の関係等を知ることができる。 

■何に役立つのか？ 

 地域の資源を地図上の位置情報として整理するマップと違い、フェノロジーカレンダー

は、１年の中で知りたい月日の気候、動植物、生業、祭り・行事などの諸情報やそれらの

つながりを知る目安となり、地域の資源の時間的整理、関連性の整理に役立つ。 

（例）：ある花の開花や山の雪形が田植えの合図となる。 

ある作物の収穫時期に神に感謝する集落の祭がある。 

【活用のイメージ】 

  ●地域資源マップや資源解説とあわせたパンフレット、リーフレット作りへの活用 

●地域ならではの自然や文化を活かした観光プログラム作りやツアー・イベント企画

への活用 

●資源探しを通じてできた新たな資源や人材のネットワークを活かした商品開発作り

への活用 

  ●地域の学校や生涯教育での環境学習・地域学習の素材発見のための活用 

 

■島原半島のフェノロジーカレンダー作りにおける横軸項目 

大項目 内容案 

①気象 ■気象の傾向 

・梅雨、台風シーズン、晴天多い、霧氷（花ぼうろ）、雲仙岳の積雪期間、

降水量、最高気温、最低気温。 

②植物 ■半島全域に生育する花のきれいな植物（開花期）、紅葉のきれいな樹木

（紅葉期）を紹介。 

③野鳥 ■半島全域に生息する野鳥を紹介。（主な留鳥、夏鳥、冬鳥、旅鳥が見ら

れる時期） 

④農業と料

理（里山の

食文化） 

■島原半島里山の幸（食材）とそれを活かした料理をあわせて紹介 

【農業】ばれいしょ栽培、稲作、イチゴ、こぶ高菜、ごま、酪農、花卉 等 

【山菜】タケノコ掘り、ツワブキ（あれば） 

【郷土食】清酒、そうめん、六兵衛、温泉たまご、湯せんぺい、こぶ高菜

料理、大根寿司、じゃがダゴ汁、フェルミエチーズ、鉄火みそ、黒ごま豆

腐、ゆず胡椒 等 
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大項目 内容案 

⑤漁業と料

理 

（里海の食

文化） 

■島原半島里海の幸（食材）とそれを活かした料理をあわせて紹介 

【漁業】海苔養殖、イカ釣り、イイダコ捕り、あらかぶ釣り 等 

【郷土食】あらかぶ味噌汁、イイダコやわらか煮、いぎりす、エタリの塩

辛料理 等 

⑥自然に親

しむ遊び

（ジオパー

クを楽し

む） 

【一般】山菜採り、海釣り、裸足で遊ぼう、バードウォッチング、スター

ウォッチング、新緑の森林浴、登山・ハイキング、川遊び、イルカウォッ

チング、地曳網体験、植樹体験、ゲンジボタル観賞、リソサムニューム白

洲上陸、紅葉狩り、花ぼうろ見学 等 

⑦行事・祭

り・風習 

・寺社仏閣にまつわる伝統行事・祭祀、地域のイベント等 

【半島全域】一般的な行事（鬼火焚きのような） 

【雲仙市】小浜温泉湯まつり 等 

【島原市】島原温泉ガマダス花火大会 等 

【南島原市】みそ五郎まつり 等 

 

＊上記を参考に強調したい資源、必ず盛り込みたい内容を決めていく 

＊③野鳥：動物とする場合もあるが、哺乳類、昨今作物への獣害の影響もありあまり歓迎されな

いため野鳥に限定した。 

＊⑦以外で場所が特定される資源には注記する。（例：花ぼうろ（雲仙岳）） 

 

② 作成の行程 

・ワーキンググループを５つ程度のグループに班分けし、下記の分野を分担して文献や

有識者へのヒアリングなどにより情報を収集しながらワーキングごとに内容を精査しな

がら充実させていった。 

※集めた情報と時期・期間は、必ず根拠となる出典や情報源を明確にすることに留意

した。 

大項目（分野） 班分け 

①気象 ベースとして事務局で案を作成 

②植物、③野鳥 1 班 

④農業と料理（里山の食文化） 2 班 

⑤漁業と料理（里海の食文化） 3 班 

⑥自然に親しむ遊び 4 班 

⑦行事・祭り・風習 5 班 

③ 作成結果 

次頁を参照。 
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④ 結果の活用 

フェノロジーカレンダーの作成と併せて、第３回島原半島ＷＧにおいて、フェノロ

ジーカレンダーの活用について「島原半島は、国立公園や料理等いろいろな魅力はあ

る。これを、半島独特の地形的特徴である、垂直分布を切り口として整理すると面白

いのではないか。フェノロジーカレンダーを、四季軸と標高の関係を漫画で表現でき

ると面白い。是非、島原半島ならではのフェノロジーカレンダーをつくりたい。」と

の意見があり、いくつか活用案も示すこととした。 

a) 季節ごとの垂直分布によるフェノロジー表現（案） 

（例）秋の島原半島の楽しみ（９月～11 月） 

� ９月のお彼岸近くになると、島原半島では、陸でも海でも秋の収穫シーズンを迎え、

里は一気に活気づく。 

� 里の秋の味覚、秋ジャガが旬を迎え、棚田では畔道にヒガンバナが咲いたのを合図

に、お米の収穫が始まる（～10 月）。 

� その頃、海では、ガネ（ガザミ）などカニ類が一年でも特に美味しい時期となり、

ガネ祭り（有明町１０月）、夕焼けカニ祭り（小浜温泉９月～10 月）等が開催さ

れる。さらに、橘湾では、一年間待ちわびた漁師たちが、大きく成長した塩辛用

のエタリ（カタクチイワシ）を捕り、珍味である、エタリの塩辛の漬け込みが行

われる。 

� 10～11 月、雲仙岳山頂付近では最低気温が 10℃以下となり、オオカメノキやヤマ

ボウシ等の紅葉が一気に進み、雲仙紅葉ウォークが開催される。 

� 夏鳥（オオルリ）が去り、冬鳥（ルリビタキ）が飛来する。 

� 冬の使者、シーズン初の霧氷がお山を白くする頃、街では蔵が活気づく。 

� 醸造では味噌が９月から 10 月まで、日本酒も 10 月から 11 月までが仕込み時期と

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山

里

沿岸・まち

●１０月～山頂付近の最低気温が１０℃以下になり、紅葉が見頃
●雲仙紅葉ウォーク（１１月）が開催される（雲仙温泉周辺：１０～１１月）

●夏鳥が去り、冬鳥が飛来

海

●お米の収穫期（島原半島各地の棚田：９月中旬～１０月）
●畦道にヒガンバナ開花（同上）

●秋ジャガの収穫シーズン（１０月～１１月）

●味噌（９月～１０月）、日本酒（１０月～１１月）の仕込み（南島原市各地）と
ありえ蔵めぐり（秋の陣）（有家町一帯）

●エタリの塩辛漬け込み（橘湾沿岸各地：９月中旬～１０月）

●カニ（ガネ）祭りの開催（有明町、小浜温泉：９月～１０月）

●塩辛用の大きなエタリ（カタクチイワシ）漁（橘湾：９月中旬～１０月）
●ガネ（ガザミ）などカニ漁の旬（有明海、橘湾沿岸各地：９月～１０月）
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b) ３Ｄイメージによるフェノロジー表現（案） 

将来の活用方法として、フェノロジーカレンダーの情報を追加・発展させることも

できる。資源のカテゴリーで表示したり、季節や月で表示したり、地域で表示したり

と、見たい情報に絞って、表示することが出来るので、活用・汎用性が高いと思われ

る。 

 

 

 

※３Ｄイメージ作成に必要となるデータベース項目（想定） 

・資源名 

・資源分類（植物、野鳥、歴史、穀物・野菜・果物、魚介類・海藻、体験プログラム

や遊び、引き継がれる祭り・風習・伝統行事、行事・イベント） 

・資源の概要 

・市町村名 

・地名、地点名、エリア名 

・旬の季節（月、上旬・中旬・下旬） 

・資源の管理者 

・公表の程度（一般に公開可、公表注意、公表不可） 

・地点やエリアの緯度経度、標高 

・各情報の入手元 

・詳細情報（ＨＰ等） 

・リンク情報 
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３) 南島原市あるもの探し 

① 開催概要 

○目的 

南島原市を中心に、島原半島の魅力・すばらしさを再確認・再発見するとともに、半島の

人たちがお互いの地域や人を知りあい、みつけた魅力の保全・活用・伝承、また交流や連携

のきっかけを掴む機会とする。南島原市の地元の方（土の人）の案内のもと、島原市や雲仙

市などからの来訪者（風の人）が一緒に地域の魅力を探し出していく『あるもの探し』を実

施することで、半島一体となった地域振興に向けた機運を高めていく。 

○日時・開催地 

平成 23 年 7 月 31 日（日）10:00～17:00／南島原市周辺 

 

コース名 概要 案内 

Ⅰ．口之津コース 口之津港と共に繁栄衰退を繰り返してきた口之

津町。日本一とも言えるであろう賑わいが三度も

あった。日本第１号として世界ジオパークに認定

された島原半島ジオパークのはじまりの場所で

もある早崎半島をさらくコース。 

原田建夫氏（口之津

民俗資料館館長） 

Ⅱ．原城（跡周辺）

コース 

島原の乱終焉の地「原城跡」。立て籠もった一揆

衆約３万７千人に対し、幕府側の討伐軍は 12 万

人以上にもなり、陸と海から原城を包囲した。島

原の乱に纏わる遺構を中心に原城跡周辺をさら

くコース。 

内山哲利氏（原城跡

観光ガイドの会代

表） 

Ⅲ．北有馬（日野

江城下町）コース 

日本を代表する文学者である遠藤周作が残した、

セミナリヨや日野江城に関する作品を、実際に著

者が巡った古道を辿りながら回想するとともに、

北有馬町内のキリシタン史跡をさらくコース。 

佐藤光典氏（有馬つ

んなも会 会長） 

Ⅳ．西有家コース 島原手延そうめんとみそ五郎の里、西有家町。古

くから良質の小麦がとれ、雲仙の豊かな湧水と、

温暖で乾燥した気候に恵まれた地域であり、300

有余年の歴史を持つそうめんは全国第２位の生

産量を誇る。島原そうめんの町、西有家須川周辺

をさらくコース。 

高橋泰介氏  

Ⅴ．白木野コース 南有馬町北西部に位置する白木野地区。棚田百選

の「谷水棚田」を有する農業が盛んな地域であり、

平和祈念像を作成した北村西望翁の出身地でも

ある。自然豊かな集落、そこに働く人々とその暮

らしを訪ねてさらくコース。 

馬場武氏 

（南有馬棚田保存

会会長） 
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○参加者数 

地元住民等 18 名、来訪者等 27 名：計 45 名 

 

○開催コース 

図 南島原市コース紹介（全体図） 参照 

 

○実施方法 

・事前に、資料１（『南島原市の魅力を再発見！ 南島原あるもの探し参加者募集』チラシ）

を配布し、参加者募集を行った。 

・南島原あるもの探しの実施にあたっては、資料２（『島原半島を元気にする「あるもの探

し」の実践手引き』にもとづき行った。 

 

 

■図 南島原市コース紹介（全体図） 
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■資料１ 『南島原市の魅力を再発見！ 南島原あるもの探し参加者募集』チラシ 

 

 

 

表紙・裏表紙 

 

 

中面 
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■資料２ 『島原半島を元気にする「あるもの探し」の実践手引き』 
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② あるもの探しイベントの企画検討経緯 

『あるもの探し』の実施に際しては、雲仙プラン 100 プロジェクトの「島原半島ワーキン

グ」のメンバーが主体となり、ワーキング会議の中でイベントの企画、運営等を行った。 

第２回ワーキング会議において、ワーキングメンバーから寄せられたアイデアをもとに開

催地を協議し、1 回目のあるもの探しを、南島原市の歴史、農業、製造業、ジオなどに光を当

て、そのものに関わっている土地の人（土の人）に案内をお願いしながら、実施することに

決定した。 

その後、ワーキングメンバーからのアイデアを踏まえ、詳細計画（対象エリアや実施時期、

タイムテーブル案など）案を検討し、当日は南島原市役所の職員をはじめ、南島原の多くの

方に賛同・協力いただき、実施できる運びとなった。 

③ 開催結果 

○プログラム 

10:00 集合・開会（原城文化センター） 

10:10 あるもの探しの進め方解説、コース（班）別ミーティング 

11:00 フィールド調査（全５コース） 

 各コースで昼食 

15:00 見つけた資源のまとめ 

16:30 コース別に発表 

17:00 閉会・解散 

 

○準備 

１．当日実施スケジュール・役割分担表も含め（集合から解散まで） 

２．各班のコーススケジュール・役割分担表も含め 

３．当日コースの案内人（土の人）の調整・依頼 

４．機材等準備（デジカメ、パソコン、プリンター、記録用紙、画板等） 
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○実施内容 

ⅰ 集合・開会 

＊雲仙プラン 100 プロジェクトワーキングメンバーより開会の挨拶を行った。 

 

ⅱ あるもの探しの進め方解説、コース（班）別ミーティング 

■あるもの探しの進め方解説 

＊自然保護官より、あるもの探しの実施方法や

心得を、配布資料（「あるもの探し」実践手引

き）に沿って説明。 

＊「島原半島各所の魅力を掘り起こすため、本

日は南島原市を拠点に、地域内外の参加者で一

緒に、地域資源の再確認・再発見をしてもらい

たい。あるもの探しを通じて、お互いの地域の

すばらしさを知り合い、新たな交流のきっかけ

ができるとよい。」と挨拶。 

 

■コース（班）別ミーティング 

＊コース毎に全５グループを編成。 

＊グループ毎に、各自名札を作成ののち、簡単に自己紹介。 

＊各コースの案内を引き受けていただいた地元ガイド等（土の人）を中心に、準備された

地図等を見ながら、当日まわるコース等について参加者同士で確認。 

 

ⅲ フィールド調査  

■５コースに分かれコース毎に踏査 

＊地元住民等（土の人）が、来訪者（風の人）を連れ、コース内を案内・解説し、資源を

（お宝）を探索した。 

＊参加者は、各自気になった物事、解説者から聞いたことなどをメモ用紙、写真に記録し

ながら調査を進めた。 

 

フィールド調査の様子 
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ⅳ 昼食 

■昼食をとりながら参加者同士で交流会 

＊昼食は、口之津では「あらかぶの唐揚げ」、北有馬では「南蛮料理」など、各コースで

特色をもったものとなった。 

＊原城、白木野コースの参加者は、南島原の郷土料理（地元農産物を使った料理）を囲み、

料理をふるまってくださった地元の方々とも交流を図ることができた。 

 

ⅴ みつけた資源のまとめ 

■資源カードの作成 

＊班ごとに、踏査でのメモ・写真に基づき、見つけたお宝（資源）の「資源カード」を作

成。資源カードには、資源のタイトル、資源の概要、資源の詳細説明などを記載した。 

 

ⅵ 発表 

■各コース（班）での発表 

＊「風の人」が中心となり、「土の人」ととも

にコースをまわった感想や、各班で作成した資

源カードについて、参加者全員に対して説明を

行った。 

 

＊ワーキングメンバーからは、今回発見した地

域資源について、「さらに深く掘り下げること

で、資源の持つストーリー性を活かした活用法

を考えていきたい」といった意見や、「温泉街

で南島原の農産物を提供したい」など、雲仙温

泉街と南島原の連携を具体化していくことへ

の前向きな意見も聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

ⅶ 閉会 

＊自然保護官より閉会の挨拶が行われた。今回の出会い・交流をきっかけに、今後も積極

的にアイデアを出し合い、島原半島全体の活性化につなげてほしい、との挨拶でしめく

くられた。 
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④ 結果 

ⅠⅠⅠⅠ．．．．口之津口之津口之津口之津コースコースコースコース    

口之津港と共に繁栄衰退を繰り返してきた口之津町。日本一とも言える

であろう賑わいが三度もあった。日本第１号として世界ジオパークに認

定された島原半島ジオパークのはじまりの場所でもある早崎半島をさら

くコース。 

案内：原田建夫氏（口之津民俗資料館館長） 

 

 

図 「口之津コース」踏査資源 

１
口之津海の資料館
三井商船発祥の地
九年母
与論館 など

２
海！
口之津港

３ 400年前の口之津協会跡

４ 永野萬蔵の生家

５ レンガ塀
６ 口之津劇場
７ 南蛮船来航の地

８ 白浜海岸

９ 瀬詰崎灯台

１０ 早崎玄武岩

１１ アコウ群落
１２ 口之津果樹研究所
の果樹園

１３ 口之津町の終末処理施設

１４ 口之津灯台

１５ のろし山（を望む）

烽火山（のろし）山

１７ 早崎瀬戸のあらかぶの
から揚げ定食

１６ 富士山
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■「口之津コース」周辺資源一覧 
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■「口之津コース」資源カード 

図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 
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図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 

  

図表対応番号－1 図表対応番号－1 
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図表対応番号－2 図表対応番号－2 

  

図表対応番号－2 図表対応番号－3 

  

図表対応番号－4 図表対応番号－5 

  

図表対応番号－6 図表対応番号－7 
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図表対応番号－8 図表対応番号－9 

  

図表対応番号－10 図表対応番号－11 

  

図表対応番号－12 図表対応番号－13 

  

図表対応番号－14 図表対応番号－15 
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図表対応番号－16 図表対応番号－17 

  

図表対応番号－ 図表対応番号－ 
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ⅡⅡⅡⅡ．．．．原城原城原城原城（（（（跡周辺跡周辺跡周辺跡周辺））））コースコースコースコース    

島原の乱終焉の地「原城跡」。立て籠もった一揆衆約３万７千人に対し、

幕府側の討伐軍は 12 万人以上にもなり、陸と海から原城を包囲した。島

原の乱に纏わる遺構を中心に原城跡周辺をさらくコース。 

 

案内：内山哲利氏（原城跡観光ガイドの会代表） 

 

 

図 「原城コース」踏査資源 

12 南島原市原城文
化センター

１ 板倉重昌の碑

２ 天草四郎
３ 宮本武蔵
４ 天草四朗の墓

５ 22ｋの十字架
６ 原城跡
７ 一揆軍の住まい
８ 島原城との関係
９ 原城からの風景

10 ホネカミ地蔵

11 甬道跡（浦田観音下）

16 落橋（オテバシ）

17 田尻口の海岸（リソサムニ

ウム）
18 阿蘇大噴火時の火砕流堆

積物（ジオサイト）

19 アコウの木

14 島原の乱の供養碑・首塚
15 盃状穴石

13 重箱山

20 郷土料理（菖蒲田公

民館にて）

原城周辺
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■「原城コース」周辺資源一覧 
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■「原城コース」資源カード 

図表対応番号－1 図表対応番号－2 

 

 

図表対応番号－3 図表対応番号－4 

  

図表対応番号－5 図表対応番号－6 

 

 

図表対応番号－7 図表対応番号－8 
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図表対応番号－9 図表対応番号－10 

  

図表対応番号－11 図表対応番号－12 

  

図表対応番号－13 図表対応番号－14 

  

図表対応番号－15 図表対応番号－16 
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図表対応番号－17 図表対応番号－18 

  

図表対応番号－19 図表対応番号－20 

 
 

図表対応番号－20  
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．北有馬北有馬北有馬北有馬（（（（日野江城下町日野江城下町日野江城下町日野江城下町））））コースコースコースコース    

日本を代表する文学者である遠藤周作が残した、セミナリヨや日野江城

に関する作品を、実際に著者が巡った古道を辿りながら回想するととも

に、北有馬町内のキリシタン史跡をさらくコース。 

 

案内：佐藤光典氏（有馬つんなも会 会長） 

 

 

図 「北有馬コース」踏査資源 

１６ 八良尾キリシタン

１９、２０
自然石を使った石橋

１ 中通り

２ 水神様
３ どちらが「とら巻」

５ 22人のモニュメント

１２青面金剛像

１３ 願心寺
１４、１５ 願心寺の天井絵

６ 城下へ続く石畳

７日之江城からの眺め
８ 日野江城の金箔瓦

９ 乱積み野面積み
１０ 日野江城の八天様
１１ ドンク（かえる）岩

１７山ぶどう
１８ 水辺の守り神

４ 有馬のセミナリヨ
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■「北有馬コース」周辺資源一覧 

 



Ⅲ-5-(2)-52 

 

 



Ⅲ-5-(2)-53 

 

■「北有馬コース」資源カード 

図表対応番号－1 図表対応番号－2 

  

図表対応番号－3 図表対応番号－4 

  

図表対応番号－5 図表対応番号－6 

  

図表対応番号－7 図表対応番号－8 
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図表対応番号－9 図表対応番号－10 

  

図表対応番号－11 図表対応番号－12 

  

図表対応番号－13 図表対応番号－14 

  

図表対応番号－15 図表対応番号－16 
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図表対応番号－17 図表対応番号－18 

  

図表対応番号－19 図表対応番号－20 
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ⅣⅣⅣⅣ．．．．西有家西有家西有家西有家コースコースコースコース    

島原手延そうめんとみそ五郎の里、西有家町。古くから良質の小麦がと

れ、雲仙の豊かな湧水と、温暖で乾燥した気候に恵まれた地域であり、

300 有余年の歴史を持つそうめんは全国第２位の生産量を誇る。島原そ

うめんの町、西有家須川周辺をさらくコース。 

 

案内：高橋泰介氏 

 

 

図 「西有家コース」踏査資源 

１ 手延べソーメンへの道（小引）
２ 手延べソーメンへの道（大引）
３ 川上（父）の話
４ そうめんのふしめん
５ そうめんの直径

６ キリシタン墓碑

８ そうめんの町作り

９ みそ五郎

７ そうめん天国

１０ 大神神社

１１ 鴨（アイガモかも）

１２ 港を活かす
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■「西有家コース」周辺資源一覧 
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■「西有家コース」資源カード 

図表対応番号－1 図表対応番号－2 

  
図表対応番号－3 図表対応番号－4 

  

図表対応番号－5 図表対応番号－6 

  

図表対応番号－7 図表対応番号－8 
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図表対応番号－9 図表対応番号－10 

 
 

図表対応番号－11 図表対応番号－12 
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ⅤⅤⅤⅤ．．．．白木野白木野白木野白木野コースコースコースコース    

南有馬町北西部に位置する白木野地区。棚田百選の「谷水棚田」を有す

る農業が盛んな地域であり、平和祈念像を作成した北村西望翁の出身地

でもある。自然豊かな集落、そこに働く人々とその暮らしを訪ねてさら

くコース。 

 

案内：馬場武氏（南有馬棚田保存会会長） 

 

 

図 「白木野コース」踏査資源 

１ 白木野基盤整備
８ 大原の弁財天宮
９ しろこん観音様

７ はじめ農園
１０ 円頭地蔵
１１ 首だけ地蔵

４ 白木野の棚田①
５ 白木野の棚田②

６ 白木野の豊かな自然

２ 棚田百選の「谷水棚田」
３ 川口さん家の古民家
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■「白木野コース」周辺資源一覧 
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■「白木野コース」資源カード 

図表対応番号－1 図表対応番号－2 

  

図表対応番号－3 図表対応番号－4 

  

図表対応番号－5 図表対応番号－6 

  

図表対応番号－7 図表対応番号－8 
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図表対応番号－9 図表対応番号－9 

 
 

図表対応番号－10 図表対応番号－11 

  

 



Ⅲ-5-(2)-64 

 

 

 

 
長崎新聞 2011/８/３ 

 

⑤ 考察 

南島原市には、様々な魅力的な資源があり、それを解説する組織や人、技量も充実してお

り、受入体制が整っていることがわかった。 

しかし現状では、活躍の場がほとんど無く（年に数回程度しか無いとのこと）、これは、

利用者との接点や、両者をつなぐ役割が不足していることが原因と考えられた。 

一方雲仙は、観光客のニーズ等を受け、島原半島を広く紹介したいと感じている。しかし、

その体制が整っておらず、半島の魅力を十分に伝えられていないのが現状。 

この両者が手を組み、プランやツアープログラムとして、組み立てていければ、南島原の

人達の活躍の場や魅力を伝える場が増え、訪れた利用者にも喜んでいただけ、結果として、

各地域や各産業が元気になれる可能性が大いにあることが分かった。 

 


